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村
止

*
7
R
n
罰
{
土
〉
・
出
品
目
H
(
羽
)
ゆ
i

胤W
6
5
3
む
午
後
4
時
か
い
り
時
時

wv
鹿
齢
制
世
帯
叩
移
動
抗
日
〆
念
ザ
よ
り
自

転
車
は
似
総
数
料
駒
場
へ
駐
車
し
て
〈
だ

V
つ
つ
じ
殺
終
局
者
へ
ん
絞
り
線
開
問
中

つ
つ
ヒ
荘
内
成
側
パ
ス
は
、
議
行
時
関

心
議
閣
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
‘
発
議
が
材
開

花
開
執
心
間
口
に
な
り
ま
す
悶

曜善

取
引
、
協
け
っ
て
い
る
潟
紫
ゑ
溺
綴
設
的
中
で
も
「
契
約
じ
間
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
い
の
件
数
同
同
年
々
犠
え
て
い
ま
す
。
そ
の
子
一
一
7
プ
ル
は
出
掛
繋
者
が
契
約

す
る
約
に
、
も
う
少
し
泳
怒
し
て
い
れ
ば
妨
げ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

今
留
は
吋
期
間
約
と
ク

1
ザ
ン
グ
・
ォ

7
L
に
つ
い
て
お
緩
し
し
ま
す
。

初
判
特
と
は
、
人
と
入
と
の
約
京
を
意

味
し
ま
す
白
約
間
取
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
が
‘
ぞ
れ
骨
守
る
ニ
と
を
ル
問
符
に

よ
っ
て
係
議
す
る
い
い
後
ず
る
約
来
、
ぞ

れ
が
ぷ
内
約
」
で
す
e

し
た
が
ウ
亡
、

た
と
え
口
約
策
で
も
合
窓
が
成
立

1
て

い
れ
は
契
約
し
た
や
}
と
に
な
り
，
ま
寸
&

内
務
め
た
分
理
解
し
、
護
し
た
、

Z

で
契
約
す
る
恥
」
・
と
が
大
切
で
す
。

終
的
に
m
闘
す
る
ト
ラ
ブ
ル
丹
は
と
ん

ど
は
、
訪
問
リ
円
売
に
よ
る
も
の
で
す
お

確
か
に
持
議
で
線
約
L
、
絵
入
す
る
と

と
が
で
き
る
訪
問
鋭
機
は
制
限
利
で
す
冶

し
か
し
、
然
科
魁
L
な
い
と
お
緩
め
会
い

も
の
を
必
緩
で
鴨
川
わ
き
札
る
埼
合
も
あ

り
ま
す
。

。
ク
i
リ

νグ
・
オ
フ

訪
問
販
売
で
、
必
要
の
な
い
も
の
を

つ
い
う
っ
か
り
契
約
し

r
tま
っ
た
場

合
に
、
総
〈
約
臼
か
ら
8
8
附
附
〈
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
ツ
町
制
緩
が
あ
る
こ
と
を
必
山
総

し
れ
ん
滋
磁
の
交
付
骨
吸
け
た
8
を
一
日

お
と
救
え
る
)
ま
で
は
、
減
却
日
首
が
無
る
い
々
波
が
確
実
で
す
n

「
ク
レ
ン
y
ト

条
件
で
、
終
約

r与
る
と
い
う
制
帆
皮
が
契
約
的
機
会
は
、
ク
し
ジ
ヴ
ト
議
再
に

あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
「
ク
i
リ
ン
グ
'
も
出
す
)

オ
フ
州
間
決
い
で
す
。
ニ
れ
は
、
訪
内
一
政
対
話
に
よ
る
解
約
は
、
ト
ラ
ブ
ル
め

だ
ト
ラ
ヅ
ル
か
な
同
時
殺
を
め
附
議
す
る
添
削
闘
と
な
り
ま
す
。

た
め
に
で
き
た
悩
皮
で
す
e

む
あ
き
ら
め
な
い
で

し
か
し
、
こ
内
総
淡
を
ず
べ
て
の
詩
ク
!
リ
ン
ク
e

オ
ヴ
が
で
き
る
か

r

聞
け
賎
彩
に
減
期
さ
れ
命
わ
け
℃
は
な
く
、
う
か
は
、
実
際
に
は
ケ

i
ス
に
よ
っ
て

蹴
間
口
叫
に
よ
っ
て
は
線
用
さ
札
令
い
も
め
い
ろ
い
み
や
、
す
。
タ
i
リ
ン
グ
b

オ
ブ

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
淡
絵
品
も
使
用
制
期
間
が
過
草
て
い
て
も
、
解
約
し
た
い

し
た
も
め
は
叩
週
間
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
設
と
添
っ
た
ら
あ
き
ら
め
な
い
で
、
市
内

立
し
ま
し
ょ
三
消
費
松
川
添
抑
制
絞
に
ご
四
相
談
く
だ
さ
い
の

絵
苧
鋭
き
は
骨
盤
蕊
で
智
輯
談
師
叫
ん
情
的
月
第
1
月
曜
日
と
ん
怜
滋

ク
i
ワ

ン

グ

オ

フ

的

議

知

は

、

河

本

総

日

容
認
酬
明
駒
郡
緩
や
簡
易
雲
議
ハ
庁
々
な
ど
、
V
時
醐
削
ギ
前
日
時
か
ら
午
後
3
時

取
引
業
者
口
均
し
た
こ
と
が
一
説
明
で
き

V
問
問
い
合
わ
せ
術
開
民
生
活
議

組
、
久
年
ぷ
排
本
総
も
合
流
す
る
花
的
陣

地
区
凶
点
排
止
め
附
可
的
。
川
凶
M
U
は、

保
持
日
仰
の
送
水
続
力
し
か
な
く
、
昭

和
同
年
的
ム
H
M
明
日
品
目
り
で
は
ウ
〈
し
肝
川

を
は
じ
め
、
持
排
水
路
が
は
ん
h
ん

U

山
川
滋
役
七
6
0
0
戸
以
上
が
必
木
m
U
H
地

主
豆
一
老
け
ま
し
に

σ

こ
れ
き
同
特
機
に
、
間
拍
h
N
開
年

度
か
ら
市
内
患
の
'
総
議
と
し
て

北
側
山
地
区
市
山
本
紳
ホ
対
議
事
業

に
翁
予
泌
っ
く
し
野
川
や
各
排

水
路
の
紋
閣
改
得
工
事
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

機
管
改
築
も
凶
の
底
帥
柏
市
事
法

と
し
て
桜
狩
引
年
度
に
若
手
む

削
同
国
体
ロ
に
比
べ
、
約
4
俗
の
毎

秒
間

i

と
い
う
述
本
総
力
令
一
作

つ
務
的
す
は
、
水
川
世
間
叶
川
則
的
火

急
な
決
め
予
と
し
て
、
日
制
辺
校

以内め
m
W
M
m
c
ん
か
h

一川口

ιネ
い

完
成
が
綴
淡
れ
て
い
ま
し
た
"
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新
金
谷
樋
管
が
完
成

水
欝
解
消
に
大
盗
事
期
待

北
部
娘
一
氏
雨
水
排
水
対
後
争
激
的

中
心
と
な
る
総
会
待
機
排
水
品
問
符
が

光
成
"
-
h
口
一
泊
目
、
域
一
民
ル
仏
日
間
的
γ
間判

係
者
u
d
l
a
o
告
が
参
加
し
叫
端
本

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
n

ょ
の
州
問
時
四
辻
、
ネ
用
判
明
つ
く
し

肝
川
沿
米
加
納
部
に
あ
り
ョ

桜藤喜治iが
文部大臣表彰

社金護霊構鞍轄で

諮問叩一凶

yd掛
絞
認
定
社
会
叫
謝
料
同
協
胤
州
防

火
部
大
山
M
表
彰
内
燃
与
パ
が
G
H
-
M
u
u
、

師
山
門
的
ホ
テ
ル
一
で
行
わ
れ
ろ
市
内
か
ら

は
、
学
校
札
総
校
総
講
一
時
を
岐
点
し
た

湖
北
A
H
庇
住
め
絡
機
停
泊
さ
ん
(
知
成
〉

が
金
似
さ
れ
ま
し
た

G

こ
の
表
彰
は
、
社
会
滋
絞
殺
W
H
修
了

訴
の
中
で
も
衿
に
絞
れ
た
成
同
引
を
絞
め

た
万
に
贈
ら
れ
る
も
め
“
約

7
M人
的

絡
了
括
的
中
か
ら
今
闘
は
、

m
w
鋭
的
小

学
生
か
ら
符
哉
の
バ
鈴
昌
ま
で
‘
会
総

2
1
7
名
の
方
が
そ
筏
し
ま
し
た

Q

桜
薩
さ
ん
は
、
波
紋
胤
関
係
司

会
校
に
齢
州
政
惜
し
、
十
一
高
校
内
噺
か

ら
綬
け
て
い
ゐ
?
?
チ
ョ
ア
務

総
が
趣
味
。
「
小
さ
い
附
明
か
ら
、

テ
レ

vv
や
ラ
ン
オ
ネ
パ
ザ
必
勝
し
た

り
制
組
み
立
て
れ
ん
り
す
る
の
が
掛

さ
で
し
f
、
も
う
…
絞
勉
強
し

川
視
す
っ
も
り
で
受
講
し
た
ん
で

す
り
ま
さ
か
尚
一
分
が
表
彰
さ
れ

る
を
ん
て
患
い
ま
ぜ
ん
で
し
た
い

と
ww
が
め
弁
。
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d
z
p
h
t
z

除、F
J

f

z
知

3
童、
sr宅
1
2
A
8
1
4
g
e
l
t
H
U百

家

今
年
で

S
問
自
を
迎
え
た
勺
少
年
少
女
工
際
輸
観
察
L

の
今
年
の
テ
i
マ
は
ρ糊
開
廿

E
n
e

仲
柏
広
か
ら
口
ク
ロ
台

後
使
っ
て
、
花
開
問
や
人
形
づ
く
り
に
挑
滋
。
一
畿
仲
悼
み

の
幾
し
い
ひ
と
と
会
夜
、
友
達
と
絡
に
遜
ご
し
出
家

校
ん
か
。

vr 

wv
機
所
身
体
位
陣
市
借
胤
制
緩
徐
h
L

ン

タ
1

官

v
対
議
小
学
4
e
g
・6
部
生

及
び
中
学
然

wv
擦
熱
人
数
先
着
知
名

V
擦
問
m

l
人
1
0
0
0
m門
(
村

寸
サ
や
し
V
J

ぞ
f
e
l
h

響
惜
し
込
み
・
附
い
脅
わ
せ
ハ

ガ
当
に
や
仏
開
設
の
住
所
、
災
潟
、

役
必
陥
落
号
、
学
校
名
、
時
十
年
、
保

識
者
名
を
め
絞
人
的
う
え
、
ー
エ
作

批
判
問
中
《
シ
加
者
希
緩
い
と
明
記
し
、

我
孫
子
1
6
8
4
教
育
委
員
会
役

食
品
制
御
時
議
青
少
年
係
悶
〈
部
)
1
1

5
1
へ
。
市
消
滅
に
な
り
次
第
、
絡

め
切
り
ま
す
写

あ

中
期
で
は
「
結
的
議
余
い
パ
ン
フ
レ
y

F
作
成
の
た
め
の
資
料
と
し
て

h

み
y

リ
内
務
絞
り
会
一
募
議
し
ま
す
。

日
開
明
、
み
な
き
ん
が
み
ど
り
に
絡
し

ん
だ
り
、
同
賦
察
や
数
後
そ
殺
L
ん
で
い

る
場
所
、
地
問
地
内
ン
ン
ポ
ん
と
な
っ
て

い
る
総
本
な
ど
の
情
報
を
お
寄
せ
く
い
に

き
い
。情

報
の
い
ろ
い
ろ

串
ホ
タ
ル
や
ト
ン
ボ
、
フ
ク
ロ
ウ
や
イ

タ
チ
な
ど
、
見
出
{
や
刑
判
叫
叫
が
生
息
し
て

い
る
場
所

争
時
期
地
内

y
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
お

木
、
昨
年
は
ら
‘
機
木
林
な
ど

事
斡
ま
わ
り
s
m
M
Mふ
{
帥
地
上
M
m
的

脅
さ
℃
}
め
火
木

帯
地
局
湧
求
、
ゲ
ン
プ
ロ
ウ
や
ザ
リ
が

ニ
な
い
と
が
い
る
水
辺

み
甜
ナ
節
感
の
あ
る
地
端
、
心
が
な
こ
む
滋
、

生
垣
ゃ
あ
る
滋

そ
の
ほ
か

h

み
ど
り
“
に
問
中
す
る
情

報
で
し
た
ら
ど
め
よ
う
な
も
の
で
ち
総

械
で
す
む

な
品
目
、
青
吐
い
り
れ
れ
，
治
相
官
芯
も
と
に
ん

i
ト
移
者
選
定
し
、
後
日
終
5
ん
と
と
も

に
数
策
し
て
み
た
い
と
忍
っ
て
い
ま
す

o

v絡
募
ハ
ガ
キ
か
対
緩
や
¥
年
断
、

氏
名
.
年
齢
、
滋
滋
爵
診
と
崎
明
記
則
的
機

子
、
特
徴
、
季
節
な
ど
を
総
明

L
た
略

降
、
絵
地
問
閥
、

w
q
w
舛
等
を
明
記
し
、

8

月
山
川
門
口
(
本
〉
ま
で
に
伐
採
子
1
8
5
8

市
役
引
所
公
演
街
路
総
緑
化
議
議
係
官

(部

)
1
1
1
1
内
線
5
4
4
へ

ら
に
、
点
?
と
峡
〈
ネ
ジ
バ
ナ
内
総
帥
聞

を
ゑ
付
け
て
、
胸
が
耕
時
勺
た

m

ネ
ジ
バ
ナ
は
料
判
燃
や
芝
生
、
階
的
あ

ぜ
な
ど
T
よ
く
目
見
出
町
け
る
ラ
ン
机
門
的
措
植

物
で
あ
る

U

犯
は
い
い
ン
ク
で
時
間
向
き
に

付
与
、
校
内
庁
が
ら
せ
ん
状
に
ね
じ
れ
て

い
る
的
で
な
ん
と
も
愛
ら
し
い

g

本霊~ /}~....~ 
Eらん科〉

そ
内
花
序
の
ね
じ
れ
労
を
一
霜
べ
て

見
る
と
、
庶
務
き
の
も
の
と
、
お
絡

事
的
も
め
と
が
あ
る
の
そ
の
滋
告
は
、

ほ
ほ
同
教
で
あ
る
的
も
お
も
し
ろ
い
。

ネ
ジ
パ
ナ
の
名
は
‘
ニ
の
ね
じ
れ

た
花
絞
め
形
に
山
閥
単
す
る
。

花
絡

が
も
ヒ
れ
て
い
る
と
"
}
ろ
か
ら
い
う
。

ネ
ジ
バ
ナ
的
脱
税
子
は
粉
の
よ
τ
7
に

細
か
く
、
織
に
よ
り
数
布
調
。
れ
m
明い

E

ま
た
、
多
年
箪
で
あ
る
的
で
、
一
昨
他

生
え
る
と
線
年
間
内
じ
均
品
m
T映
h
m
p

後

け
る
礎

文
学
徳
的
械
器
て
鶴
間
な
る
人
的
基

か
り
そ
め
の
花
と
然
へ
ど
ね
ヒ
花
は

議
井
日
社
於

佐
久
間
同
俊
行
〉

あゆみの郷公役 で は 、 駄 に'1肝要する九、も

似リ"の予約を受けf守げています a

b罪豊富舗期防 9 H248(U)・30臼(ニ.c)、 1011 

1日カるら29日まてーグ》こk義組臼、 FJs!Hl、手兄臼

が料金 5株60011;

併 申 !-iるみ・問い脅わせ N'山蜂(82)4626

〈午後 6'時から 8時)
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珍書室治 主持馬県'l'J際線片dil特大祭

賞IJIIII幸安芸雪キャンプ話芸(1湾28)

惨貫首選良 小学絞殺雲霞及び~~費者野

(2人T組〉

砂事事主主人員 2ω'15(先華室長襲〉

験申し込ib・問い合わせ 繁華主育

庁社会事変容審者案内第守主主銭安震学習フ

; ヱスティパJしき壁行委終重量二千繁察欝

彰台害警 吾SC8CEヨ〉午前9総

険会話議 宿区{事務官窓

砂襲撃飽 シンヅiしス…一書空機‘主主、

重軽三子壮年(50富語以上〕、ダブ)[，;:1，，，

…誇霊祭ー t:J:.

b参加重要事華 南約tttto)75
か参加重要 さシングルス500Fヨヘダブ

jレス絡会合防

惨串し五生み・問い合わt空 ハガヰ二

に住民折、氏名、務総、所塵宅配号明義G

Lノ、 71'司21日(議'!防護憲〉主主マi之久

議委主ドiO-7pりE思議護代子宮(84)5996

(午後ア草寺13ぞう毛主善寺)へ

1#毒事4臨悪事軍当余妨害t1
j フトボール大会i

b綴8 寺278C日)、長調天の場

合1d:9的ごヨ左手く8)

b会議刈111穀グラウンド

砂著書1諮室哲婦 問…飼主説会f主主主雪堅守

1ヂーム15ぞき以内〈主Z柱2'151主U::
言語it'il。先毒事18チーム

伊勢加費 1チーム泌総F弓

砂癒し込み・問い合わt主 i菜若重1¥

1ゴキにチーt主義、代表殺の伎所、

氏名、論議お議事さきを続殺し、ア月318
(:of' .磁器諺)さまでに潮流ま35-15寸総

務襲撃善意控(00)8535へ

I>Eヨ署警 アFヨ23Eヨ《包)~8Fl2詰Eヨ

〈をヨ)，までの8援護'F詩書9G苦かられ君事

砂傘譲・ 1震後 手重要望宮公館設ご3ート

鈴名、翌週~t全力中央公護費コート 4C~ヨ

B診察eI号、女初級かをう中怒

惨参11J殺害昌 子orli'主主主主まだlまf!iPち

i之量襲撃君、通学している小学斗王手設

以上O):O

惨事事B軽重量 小・ゆ学生10001司、言語

総生以上20鈴子時

..申し込み アFヨ228くご仁〉午前竹

普害対らI噂議議総会場で(然審議議員〉

砂塁塁いさきわ松 平EBj詩情(84)3055

1鞠鱗ノ1)鯛艶泊費|
診を望書事 7月25在1(;)と〉午後そう務総

淡〈害警尊重イ皇要望怠害者始午後5湾総分3

.険機所 手聖護主意2.~鐙

..著書泊費 小・際空宇主主3001号、議筏

受以上Tα:諮問
bチケット〈需主誌のみ〉申し込み・

聞い合オコゼ 't)uワラブ生活協悶

組合約センター官僚3)3222へ

iくらしの穆動翠璽j
あ在主主i誌tイ )L-雪号、それともウ

イスキー党。くらいの鯵致事室皇室i品、

主主主主、ど…)[，とウイスキー必繁華き

議手議後要望挙しさま

..8絡 81'ヨヨ(7)く;守芯住者rn
在主総工E萄主主闘機筋、午後寺 3分

的役浅草事議長

告併発学先 そj，y!rtOtゴール飴僑工

芸壁、二、yカウィスキ !s工場

砂定霊童 40幸弘〈先毒喜劇〉

..参11J襲警 無料(!lf!重量事者著書〉

..申しめゐ・罪事い苦言わせ 霊童数℃

rns完投1話線消羨役務総へ

..悶華寺 81'事2むとヨ(8)午後2.寺31日
分線三電

..入録制れω日円

..会議 F住総会室塁

砂申し，)l;ゐ・慢しミ重量む士主 索喜事前

家主主主部チケットセンター宮0473
〈寄り郎容器へ

臨場
rJ霊や工事~Jv:\!ーを太Wl之挙る4
1雪喜怒舎 スター.fI'文

炉内容 昔話災義妻、議主ネルギ 豪

雪芋び刀けめもの

診察務総本語 県内主主後家主三iま察内

!こ菱重き学、 言霊童きしている万

惨民話事事務式 立号室票数…1¥ガキ1紋

{二号を~@ポスタ……沼フ綴るう〈約

38x54~>) 認後O)íi!iî用紙@!撃主主N・

4ω亨言き祭事謀総憲法3叡以内

淡特定の懇談、葱総務入れ泣

いでくだまさい。

砂E蕗事事方法・鱈い合ねt主 i'1'1lil!ご

住所・決議〈ふりがな〉、年齢、

割、 機!¥o語番号、 車重要義く小.ct.喜怒4主
主主!誌学怨名、学王手、所在1埋〉者主義母

91'ヨ30Eヨ〈ニヒ〉まで1ご"f2liO-
9H~震中失護話機長襲撃込書総40害警県庁

壁翼民生活器製険機喜善幸霊係官0472(23)

2299へ
b注意 持長誌の権利i謀総lこ帰属し

てい去さだそ君、i苧お主主遺棄総しぎせん。

慢さ塑塑聖亙
惨事尊重義人員 念総綴修生"，2000入、
益還幸司緩修生 泌総漆修室 線修生

み0・ぉ00人

..主詰華章受慾 Eヨ同15日く日:)まで
募集重要議i品、き更迭大学本部また

は学芸専i?ごノタ で喜三ヂるほか、

塁塁鐙I¥i1キでも議主主をきます。

宇260不買章治若葉2ペ'l!i型送大学本

部問。472(76)5111へ

~t主主遂と話雲寺普詩!こよる滋人殺を結

成し乏いと然いますので、ご連絡

ぐださい。

..遂事塁策 筏7々木骨0473(44)454守

〈動重苦手記〉

ヨ睦語性患錦l
bまま霊長 '18患者tl(よ総務宋軍事母子

惨初任諮 11i555m問、孜陸連ttl草
燃料史街、警義務家主主務被告誇可

験豊重い望号わ11: 自衛隊不要護主主万王室

経喜E総務幾重要問所骨(63)偲84、術

総務朗読ま議議選華

ボラJノデず戸ヅ![， ブホッ

ポット，フ戸三ミソ 寸法、 ，:'(0)と

3去り院事言害児守隊約盟主合言電ぬ渓:ヲ誌キ

ザニノヅを行λZ賢明。このキwシブ

0)マ手伝いをしてくれる方ご活費約く

Zささい。

b童話回 ヨ29BC工)'-30ElCB)
b謬核 燃生堂守容辺(新;;fっ
..連絡先 君主会主主役務総会""(84)

1539 

えfんは毒事主主紋の病です。協会E三

塁奇ガ島幸まならって様三事後。

惨期間 弓までの綴道警71<塵白。

芝t<~\申し込みがせ〉広い著書ききは

耳望書室主をま設も議するこ:なかあります。

砂懇話有 線縫合ンタ

砂対芸員 3日歳以上0)女性

惨事襲総磨寺濁 件後守在奇から辺善寺

砂串し込み盆 f務い合わせ

総監業センヲー殺伐¥7)1131へ

iy織の農薬幹線i
).F.lB.綴奴ア肉20ElC木ト荊j

鮫川沿いil<EB、アFヲ21Eヨ〈主主〉、
震波数い水白

...善寺襲華 午高言4険30分ガらQ草寺堅実

E択でくE軍夫、後緩め場合は露関車D

詩史布筒及とF脅虫干結後守主霊襲警くらい

は滋布E主綴IJ<EB内に王立犯人ら主主い

でくださし\0 飯干ñ(Z~耳i江主政いお宅

でl豆、草章子程修戸を雲語め、洗濯物1;:1:

叡有終了後lこ干してくださるよう

ごを語力をお願いし定ます。ま夜、詩草

花襲撃玉虫O)~喪主主、 三ヨギンクぷ品

十分浅草霊してく主ざささい。 l5…、主砦

努Kご霊護軍ガかかっ主主場合!説、すぐ

に淡互震をしてください。

炉問い吉~:tlt空 襲政課長雪綴係

診包害事 ア月24日〔悶〉ヰ言;g~事務

午後斗約30分柏市硲泌

L足先立t:ンヲ 意義授、

ヘ診をき滋ざ再署員校

個炉問い合わt玄 関.Eil平初大行葉童三主

総三子主走行妥喜善議会初EB官ぐ82)1522

軍瓦子蚕蚕五51
もうすぐ主主体み。還護休み巴主よる

と解波長惑も手伝い、談社 夜議u
主主ど汐:il'非行ガ忍しま写。

えf定患!こ派手1こなっと、 i同おもデトお

して室主!こう毒ってこないな震21(ょ

にとがありさ去しとら、 3遷母援はく責主

襲撃りの派出所Z主主三弘主主主主ミ子望菱重要室

主主'f!言要へぷ浴後〈止さ撚い。我孫子

警察署警暗殺主)0110

長野鶴毒襲
。号思議主建議会長義ら老人磯子盆

のえまめにと3応急若{支}悶の寄付かあ

りし止さ。

。w仁]孝Z宅街議議警察務所織かわ役会

子選手生喜毘言霊懇意毒事護金にと民総フユース

アィパJしふるぜきとパンザイ山口孝

次ショ じり;校給金107三戸空軍{立i1

3ちり室長しな。

。不正封書義ミ子漆〈毒[lJをき〉ガら社会滋

往路震設喜重E事基金!とな滋JOF弓0;害者{甘

tfおりまし足。

。子答径の万から喜望i本障害霊童話議後i?

ンターにとこζレイフト ンの襲警異議ガ

ありましだ。

り装字?重量著at蟻(寿〉から機体襲華客害

事蓄右上セシ…にとパソニ1ンの言害警雪

ガありきまし絞。

ゃあ川知事号議〈議〉主主ら綴保書事態懇!之

とぬいぐるゐ20韓誌の襲警障tfaりさま

した。

鶴盤躍覇轟韓基聾韓議関
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